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１．まえがき 
 著者らは，施工後しばらくは鋼とコンクリートの合成作用を

抑える遅延合成構造の開発と各種の構造への適用を行ってきた．

例えば一実例として，凍結融解等が懸念される寒冷地の橋梁に

対し，図１のように壁高欄と鋼床版の間に遅延合成構造を適用

して，壁高欄コンクリートの初期収縮が進行する際に鋼床版と

合成した壁高欄自身に発生する引張応力を抑え，伸縮目地間で

のひび割れを抑止した例が挙げられる 1)．ところで，地覆や壁

高欄に対しては，ひび割れ誘発目地を設けてひび割れ発生の位

置を制御する手法もあるが，初期に発生するひび割れをより効果的に誘発させる目地や誘発目地内の効率的

な鉄筋防錆方法などが求められている．本報告では，遅延合成構造に用いる遅延硬化性樹脂モルタル（以下，

樹脂モルタルと称す）を利用して，鉄筋を防錆しながらもより効果的にひび割れを誘発させる目地の提案と，

採用にあたり実施した樹脂モルタルのひずみ追従性の検証結果を報告する． 

２．検証事項 

 図２に示す，壁高欄などのコンクリート部材において，初期

収縮にともない発生するひび割れを効果的に集め，かつひび割

れ誘発位置近傍の鉄筋を防錆するために，図３のように従来と

同様の構造としながら，目地部付近の軸方向筋に樹脂モルタル

を塗布する誘発目地を提案し，検証するものとした．この方法

では，壁高欄コンクリートの初期収縮が進行する期間，鉄筋と

付着していない目地部近傍のコンクリートには一般部より大き

な引張応力が作用するため，初期ひび割れを目地部に誘発でき

る．また，誘発目地にひび割れが生じた後には，樹脂モルタル

が硬化して鉄筋の防錆を図ることが可能である． 
 この誘発目地においては，硬化前後の樹脂モルタル層が鉄筋

の引張ひずみに追従して亀裂を発生させず，耐久性と鉄筋防錆

効果が低下しないことが求められる．ここで，遅延合成構造に

用いる樹脂モルタルは，エポキシ樹脂に耐薬品性の高い変性脂

肪族アミン系硬化剤を調合したエポキシ系樹脂にケイ砂を混合したものである．このエポキシ樹脂は，耐薬

品性が要求される無溶剤塗料やハイソリッド塗料として，船舶，化学工場設備，貯蔵タンクなどで従来から

用いられるものであり，上記の適用方法に必要な耐薬品性も有している．また，既往の試験 2)によれば，道

路橋示方書に準じた設計荷重を 500 万回繰り返し載荷した後も樹脂モルタルの劣化は認められず，繰り返し

荷重に対しても十分な耐久性を有することが確認されている．そこで，本研究では鉄筋の引張ひずみに対し

て，樹脂モルタル層が追従し亀裂を生じないことの検証を行った． 
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図１ 遅延合成によるひび割れの抑止 
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図２ 遅延合成によるひび割れの誘発 
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軸方向鉄筋 樹脂モルタルを塗布  
図３ 樹脂モルタルを用いたひび割れ誘発目地 
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３．検証結果 
 はじめに，樹脂モルタルの強度および弾性係数を確

認するために，樹脂モルタルの圧縮試験，引張試験お

よび付着試験を実施した．結果を表１に示す．付着試

験については，樹脂モルタルでコンクリートと付着させた鋼板を引き

抜いた結果，鋼板と樹脂モルタルの付着切れが生じる前に，樹脂モル

タル層近傍のコンクリートのせん断破壊に至っており，その時の付着

強度を示した． 
ここで，降伏応力が作用する鉄筋（SD345 とする）の引張ひずみεsを， 
 εs＝440N/mm2／200,000N/mm2＝2,200×10-6 

とすれば，この引張ひずみに追従して硬化後の樹脂モルタルに発生す

る引張応力σrは， 
 σr＝1,170N/mm2×2,200×10-6＝2.6N/mm2 
である．この応力は，表１に示した樹脂モルタルの引張強度

14N/mm2と比べて十分小さく，樹脂モルタルの硬化後に鉄筋の

降伏応力が作用するような引張ひずみが生じても，樹脂モル

タル層に亀裂は生じないと考えられる． 

 上記の検証に加えて，図４に示す鉄筋コンクリート試験体

をもとに，コンクリートにひび割れが発生した時の樹脂モル

タル層の状態を検証するひび割れ誘発試験を実施した．試験体

は，試験体中央の目地近傍の鉄筋に塗布した樹脂モルタルが，

①硬化前，②硬化後の試験体，さらに③エポキシ塗装鉄筋を用

いた試験体の計 3種類を各 3体ずつ準備した．試験方法は，図

５a のように突出した鉄筋を引っ張り，試験体中央に発生させ

た誘発ひび割れ（図５b）の幅が約 0.25mm となる 4.7kN まで載

荷するものとした．載荷荷重とひび割れ幅の計測値を図６に，

試験後にコンクリートを除去して確認した樹脂モルタルの状況

を図７に記す．確認の結果，エポキシ塗装，硬化後の樹脂モル

タルのいずれも亀裂は生じておらず，健全な状態を保っていた．

また，硬化前の樹脂モルタルについても鉄筋に一様に粘着して

おり，鉄筋が露出している箇所はないことを確認した．以上の

検証から，コンクリートにひび割れが生じた後にも樹脂モル

タルには亀裂が発生せず，被覆した鉄筋の防錆効果が確認さ

れた． 
４．まとめ 

 鉄筋コンクリートのひび割れ制御とひび割れ位置の鉄筋防

錆を図り，誘発目地に適用する遅延硬化性樹脂モルタルの検

証試験を実施した結果，樹脂モルタルは亀裂を生じることな

く鉄筋の引張ひずみに追従し，鉄筋の防錆効果が得られることを確認した． 
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 a．硬化前の引張試験体 c．硬化後の引張試験体 

図７ ひび割れ誘発試験後の樹脂モルタル 
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図６ ひび割れ誘発試験の結果 

  
 a．試験方法 b．誘発ひび割れ 

図５ ひび割れ誘発試験の状況 

表１ 樹脂モルタルの強度試験結果 
圧縮試験 引張試験 付着試験 

圧縮強度

(N/mm2)

圧縮弾性係数

(N/mm2) 

引張強度 

(N/mm2) 

引張弾性係数

(N/mm2) 

付着強度

(N/mm2)

131 6,500 14 1,170 5 
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図４ ひび割れ誘発試験体 
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